
 

 

 

 

 

みなさん、こんにちは。『くらし展』が始まり、平日はこども達が大勢訪れています。暖かくなったためか、半そ

で姿の児童も！こども達は、元気ですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化博物館だより 第 345 号 

２０１１年２月 21 日  

h t t p : / / w w w . a k a s h i b u n p a k u . c o m /     明 石 市 立 文 化 博 物 館   編 集 ： 中 村  加 奈 子 ( む っ ち ー ) 

● 昭和のくらしを学ぼう 

                

 『くらしのうつりかわり展 -あかしさんちの一日-』(～3 月 21 日(月･祝))が始まり、連日、近隣

の小学校の児童が昭和のくらしを学習するため、来館し 

ています。 

 

 

 「正解っ！」と響く声の主は、紙芝居の阿部元則さん。 

今年も、阿部さんの「黄金バット」の流ちょうな語り口 

は健在です。14 日(月)から 18 日(金)までで、16 の小学 

校から 1,000 人を超える児童が来館し、阿部さんは 40 回 

以上の公演をされました。 

 

そして、特別展示室とロビー展示、むかし遊びのコー 

ナーでは、文博ボランティアの皆さんが活躍しています。 

「おっちゃんらが小さい頃は、電気炊飯器なんかなくっ 

てなぁ」、「むかしは鉛筆けずりがなくって、肥後守(ひご 

のかみ)で自分でけずっとったんやで」などと自らの経験 

をこども達に話します。 

 逆に、「これ(かつお節けずり)は、今でいったら何？」、 

「その頃はいくらで売っていたの？」など、こども達の 

方からも色々な質問が出てきて、「うーん、どうやったか 

なぁ…」とスタッフ同士で話し合うことも。 

“むかしの生活”とひと言で言っても、地方によって道 

具の名称が異なっていたり、使い方も各家庭で違ってい 

たりするので、すぐには分からないこともありますが、 

スタッフが調べてできるだけ答えています。 

 

 たくさんの方々に協力していただいて、『くらし展』の 

見学は行われています。平日の午後 3 時頃までは、こど 

も達でにぎやかですが、一般のお客さまには、どうぞご 

理解をお願い致します。 

紙芝居の様子 

ロビーの体験コーナー 

特別展示室での見学風景 


